
別紙様式２号【食料自給率向上】
２．整備事業 【Ｈ２２実施　　目標年度地区　１１地区　】

（北海道　平成２４年度）
市町村名 取組の メニュー① 　 メニュー② 　 事業内容 事業費 備考

区分 （実績） 　　（円）

計画時 ２年後 ３年後 目標値 達成率 ３年後 計画時 ２年後 ３年後 目標値 達成率 ３年後 交付金
（平成21年） （平成23年） 達成率 （平成24年） （平成24年） （平成24年） （平成21年） （平成23年） 達成率 （平成24年） （平成24年） （平成24年）

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
民間流通におけるは種前契約の
契約数量の割合が30.7％増加 13,210t 14,287t 26.5% 14,675.0t 17,270t 36.1%

は種前契約数
量が11.1%増加
した。

【土地利用型作物（小麦）】
（複数品種等による作付体系へ
の転換に関する目標）
最上位品種以外の作付面積割
合が25％以上 2.80% 3.90% 5.0% 6.30% 25.00% 15.8%

最上位品種以
外の作付面積
割合が3.5ポイ
ント増加した。

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
は種前契約の契約数量の割合
が31％増加

6,734t 7,234t 23.7% 7,124t 8,844t 18.5%

は種前契約数
量が5.8%増加し
た。

【土地利用型作物（小麦）】
（複数品種の作付体系への転換
に関する目標）
最上位品種以外の作付面積割
合が25％以上

1.50% 0.70% -3.4% 0.60% 25.10% -3.8%

最上位品種以
外の作付面積
割合が0.6％と
なった。

後志 共和町
きょうわ
農業協同
組合

輸入急
増等緊
急対策

西瓜
生産
性向
上

【野菜】
（品質向上に関する目標）
上位規格品の割合を15.7ポイン
ト増加

3.70% 10.60% 43.9% 15.52% 19.40% 75.3%

上位規格品の
割合が11.82ポ
イント増加し
た。

西瓜

【野菜】
（野菜のブランド化に関する目
標）
ブランド野菜の割合を25.2ポイ
ント増加

31.50% 37.80% 25.0% 37.8% 56.70% 25.0%

ブランド野菜の
割合が6.3ポイ
ント上昇した。

西瓜集出荷選果施設整備　一式
　荷受設備
　選別設備
　箱詰め設備
　封函・製品搬送設備
　電子係数設備
　製函空箱搬送設備

627,690,000 279,729,000 H23.7.20

　特秀比率の向上については本年度で
15.52％と未達であるが計画策定時との比較で
は419％と大幅に向上している。また導入時か
らみても確実に向上しており、次年度以降も更
なる生産技術の向上にむけ栽培講習会等を
活用し目標達成に努めてまいりたい。
　　また、ｙｅｓクリーンブランドの割合向上につ
いては現状37.8％と年々増加傾向にはあるも
のの、平成22年度は７月29日の大雨による西
瓜ほ場への浸水・冠水の発生に伴う「つるが
れ病・炭そ病」防除の徹底、平成23年度は９月
の異常な高温に伴う「うどんこ病」防除の徹
底、平成24年度は８月の高温に伴う「ハダニ大
量発生」に対する防除の徹底のために、特に
抑制作物型においてYESクリーン基準を超え
る防除を行わざるを得なかったために、いまだ
未達成である。
　　今後は抑制作型等も含め目標達成にむけ
取組んでまいりたい。

　特秀比率の向上については達成率75％
と未達ではあるが、計画策定の4培以上に
向上しており、異常気象等の不測の事態が
無く同程度の向上率で推移することが出来
れば、来年度の目標達成は確実と見込ま
れる。
　　YES!clean出荷割合の向上については、
作付面積全体の約四割を占める促成作型
のハウス栽培ではYES!clean出荷割合が高
いが、作付面積全体の約二割を占める抑
制作型のハウス栽培については平成22年
以降続いている異常気象の影響で防除回
数を増やさざるを得ず､YES!clean出荷割合
が低く留まっていることから､
　　今後は薬剤に頼らない耕種的防除を取
り入れる等､より一層目標達成に努める必
要がある。

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
パン・中華めん用品種の作付面
積の増加面積の割合が20.3ポイ
ント増加

9.85% 9.92% 0.3% 18.90% 30.17% 44.5%

パン中華めん
用比率が9.1ポ
イント増加し
た。

【土地利用型作物（小麦）】
（複数品種の作付体系への転換
に関する目標）
最上位品種以外の作付面積割
合が25％以上

9.85% 9.92% 0.4% 18.90% 26.00% 56.0%

最上位品種以
外の作付面積
割合が9.1ポイ
ント増加した。

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
は種前契約の契約数量の割合
が76.0％増加

991.0t － － 1,744.0t 1,744t 100.0%

播種前契約数
量の割合が
76.0％上昇し
た。

【土地利用型作物（小麦）】
人工衛星による航空画像を活用
し、雨害回避・刈取時期の適期
把握により、効率的な収穫を目
指す

0.0ha － － 295.0ha 292.0ha 101.0%

航空画像を受
益地全てで活
用できた。
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【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
民間流通におけるは種前契約数
量の割合を15.5％増加

15,428t 19,099t 153.5% 19,086t 17,819t 153.0%

播種前契約数
量の割合が
23.7%上昇し
た。

いも類

【いも類】
（低コスト化に関する目標）
10a当たり物材費を10.2％削減

45,792円/10a 41,810円 85.1% 35,698円 41,114円/10a 215.8%

10a当たり物材
費が22.0％低
下した。

土壌分析機器
  土壌前処理ロボット
  原子吸光計
  処理ソフト（肥料設計・地図入力）
  超純水器 20,317,500 9,675,000 H23.9.29

　成果目標に掲げた播種前契約数量の割合
の増加及び１０a当たりの物材費削減の目標は
いずれも平成２４年度に達成できた。施設整備
により、土壌分析を正確に行えるようになり施
肥量の低減につなげることができた。目標達
成年度以降も播種前契約数量を目標値以上
に維持できている。引き続き関係機関と連携し
ながら、生産者が適切な施肥管理が行えるよ
う取組を行う。

年間分析点数は減少したが、成果目標に
掲げた播種前契約数量の割合の増加およ
び10a当たりの物材費削減の目標はいずれ
も平成24年度に達成されており、、本事業
での効果が発揮されているところである。
引き続き関係機関と連携しながら、生産者
が適切な施肥管理が行えるよう支援を図
る。

オ
ホー
ツク

湧別町
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【野菜】
（品質向上に関する目標）
上位規格品の割合を9.2ポイント
増加

83.7% 88.17% 48.6% 92.33% 92.9% 93.8%

上位規格割合
が8.6ポイント上
昇した。

製氷・貯氷設備整備
　製氷機　1台
　プレハブパネル　一式
　搬氷装置　一式
　斜昇スクリュー・定量器　一式
　貯氷庫冷却システム　一式
　鉄骨架台　一式

42,420,000 20,200,000 H23.8.8

当該施設の導入により、収穫後の製品管理が
容易となり、概ね目標とおりの上位規格品質
割合にすることができた。しかし、北海道内の
他産地の収量、面積の増加、品質管理技術の
向上により、当該施設導入での有利性が薄ま
り、価格差が小さくなってしまっている。今後に
ついても適期収穫、集荷を徹底し市場への安
定供給を行い、更なるブランド化の推進を図
る。

　　事業の実施により、品質が向上し、上位
規格品割合については概ね目標を達成す
ることができた（達成率93.8％）。更なる地
域ブランド化を図り、高付加価値に努め、
目標達成に向け取り組む。

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
は種前契約の契約数量の割合
が26.7％増加

35,178.t 37,233.0t 21.9% 37,924.0t 44,579.t 29.2%

は種前契約数
量が7.8％増加
した。

【土地利用型作物（小麦）】
人工衛星による航空画像を活用
し、雨害回避・刈取時期の適期
把握により、効率的な収穫を目
指す

0% 100% 100% 100% 100% 100%

航空画像を受
益地全てで活
用できた。

　当組合は平成２３年度に、高品質で多収な新
品種「きたほなみ」への転換に対応するため、
麦類乾燥貯蔵施設及び計量棟を導入した（平
成２２年度補正予算）。平成２４年度より稼働し
た新施設により、受入れ能力と貯蔵能力は向
上したものの、多収な「きたほなみ」の収量は
粒の登熟期間が短かったことなどから、目標
契約数量44,579tを達成する事が出来なかった
（契約実績は37,924.1t）。
　但し、生産者の適期収穫には貢献しており、
当組合の１等比率は95.1ポイント増加し、高品
質を維持し製品率の向上に繋がった。
　また、新しい施設の導入により、迅速な受入
体制と乾燥調製作業を実現する事が出来た。
今後も引き続き、良質小麦の安定的な生産を
目指し栽培技術の向上に取り組み、目標契約
数量の達成を目指していく。

目標達成には至らなかったが、１等比率に
ついては、概ね達成されているものであり、
今後も高い水準での推移が望まれるところ
であり、また麦の流通状況から見た契約取
引数量についても、これまでの流通状況を
上回る契約が難しい状況にあっては、需要
動向を注視していきながら、契約取引量増
加に向けた推進対策を引き続き行っていく
必要がある。

98.2%

1等米比率が
95.1ポイント増
加した。

穀類乾燥調製貯蔵施設　1棟
　乾燥機 80t×2基
　荷受設備 90t×1系列
　貯留設備 1,125t×8基
　計量棟 1棟
　ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ設備　2台
　ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置　2台
　自主検査装置　2式

1,906,220,400 888,200,000 H24.3.15

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
１等比率を事業実施年度より
96.8ポイント改善

0.0% 80.4% 83.1% 95.1% 96.8%十勝 音更町
音更町農
業協同組
合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

小麦

政策
目標
①

事業実施主体の評価 都道府県の評価
成果目標の具体的な内容② 事業実施後の 負担区分（円）成果目標の具

体的な実績
成果目標の具
体的な実績②

（対象作
物・畜産等
名）②

振興
局名

完了年月
日

事業実施
主体名

成果目標の具体的な内容① 事業実施後

（対象作
物・畜産等
名）①

石狩 当別町
北石狩農
業協同組
合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

　「民間流通におけるは種前契約の数量の増
加」については、天候不順、融雪の遅れや雪
腐れ病の多発等の影響により数量が伸びずに
達成率３６．１％にとどまったが、「１等比率の
向上」については、粗麦の集中精選と高性能
機器（アミロ選別機等）の活用によって１等比
率を目標年度には88.4%とし、目標達成するこ
とができた。
次年度以降、農業改良普及センター等と連携
して栽培技術の向上に努め、天候不順の年に
おいても安定生産を実現させ、は種前契約数
量の目標達成を目指す。
　１等比率は、導入施設を活用して今後も向上
させるとともに、ゆめちからの種子の確保に努
め、導入を推進することで、複数品種等による
作付体系を確立し、今後も良質な小麦の生産
を目指したい。

　「民間流通におけるは種前契約の数量の
増加」については、天候不順による作柄不
良の影響によるため、やむを得ない事情で
あるが、今後については、目標達成に向け
て、関係機関・関係団体と連携してまいりた
い。
「１等比率の向上」については、天候等悪
条件のなか、導入設備の活用により品質
向上ができたため、目標が達成している。
  今後、目標の維持・向上に向けて、関係
機関・関係団体と連携してまいりたい。
「複数品種等による作付体系」について
は、ゆめちからの種子確保に取り組み、実
需が求める品種の導入に伴い、複数品種
等による作付体系を確立できるので、導入
施設の有効活用と併せて小麦生産の増大
と品質向上のために関係機関・関係団体と
連携してまいりたい。

682,500,000 325,000,000 H24.2.28

石狩 新篠津村
新篠津村
農業協同
組合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

　天候の異常などによる小麦の品質低下は農
家経済に多大な影響を及ぼすことから、製品
率の向上、製品の質の向上を図るため、小麦
の色彩選別機を導入。色彩選別機の活用によ
り、赤カビや穂発芽の除去が可能となり、外観
品質の向上に伴い製品率が高まり、計画時
31.3%の下位等級比率が目標年の24年には
13.6%まで減少し、農家所得の向上が図られて
います。一方、播種前契約数量の増加15%以
上の成果目標に対しては、施設整備によって
製品率の向上が図られ、24年度には計画時の
契約数量を5.8%上回る契約数量となったもの
の、天候不順などにより農家の粗麦単収が伸
び悩み、目標には届かない結果となりました。
　今後、地域懇談会などにおいて、農家に対し
て、播種前契約の取組みを推進いたします。
また、複数品種等による作付体系でも、「ゆめ
ちから」の栽培技術の確立や実需者評価を慎
重に見極めている経過にあることなどから、目
標達成には至らず、今後とも「ゆめちから」の
特性を踏まえた栽培技術の向上と実需ニーズ
を見据えた作付推進を図り、産地確立に努め
ていきたい。

播種前契約数量の増加並びに複数品種等
による作付体系は、目標達成に向けて、関
係機関・関係団体と連携してまいりたい。

H23.8.17143,850,000 68,500,00013.6% 15.4% 111.3%

穀類乾燥調製貯蔵施設　1棟
　粗選機　30t/h×3基
　精選機　12t/h×1基
　アミロ選別機　10t/h×1基
搬送、集塵、電気、石取設備　一式

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
１等比率を事業実施年度より
39.3ポイント改善

39.1% 64.0% 63.4% 88.4% 78.4% 125.4%

１等比率が
49.3ポイント上
昇した。

小麦

小麦

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
下位等級指数を5.1割削減

31.3% 17.5% 86.8%

下位等級割合
が17.7ポイント
低下した。

穀類乾燥調製貯蔵施設
　小麦色彩選別機　 1台
　処理能力　10t/時間

空知 栗山町
そらち南
農業協同
組合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

【土地利
用型作物
（小麦）】

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
ﾊﾟﾝ・中華めん用品種の上位
等級比率の割合が18.4ポイン
ト増加

70.3% 69.6% -3.8% 100.0% 88.7% 161.4%

パン中華めん
用品種の上位
等級比率の割
合が29.7ポイ
ント増加した。

穀類乾燥調製貯蔵施設
　貯蔵サイロ　500t×8基
　搬送、集塵、電気設備一式

621,234,600 283,250,000 H24.1.31

平成２４年産秋小麦は大雪の影響による融雪
の遅れ（雪腐れ等）が原因で作付面積が約２
割が減少した。
成分検査や赤カビ検査についても全項目基準
内に収まり、全品種１等Ａランクとなった。ま
た、今後に向けて現在のきたほなみからパン・
中華めん用ゆめちからに品種転換し、複数品
種の割合についてもゆめちからを中心に、実
需にあった品種を導入し作付体系の確立を図
る。今後は、ＪＡの指導課や普及センターが現
地懇談会を通じて、播種から収穫までの適正
な指導や、営農指導巡回を定期的におこな
い、適期追肥など個別訪問を実施する。

１等比率の割合については、栽培技術の
確立に努め、成果目標を達成した。
パン・中華めん用品種の割合については、
達成できなかったことから、次年度以降目
標達成できるよう指導していく。
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ホー
ツク

湧別町
湧別町農
業協同組
合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

小麦

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
人工衛星による航空画像を活
用し、雨害回避・刈取時期の
適期把握により、下位等級指
数を8.7割削減

38.8% － － 12.9% 5.0%

　サイロ増設に伴い、増反、増収を目標として
計画を立て、播種前契約数量については当初
計画のとおり実施できた。
　下位等級指数については、収穫時の湿害に
より目標を達成できなかったが、今後排水処
理事業等に取り組み、湿害等の被害対策を行
うことで畑の生産性を高め、また航空写真の
活用による適期収穫を行い品質の向上を図
る。

　播種前契数量の増加と下位等級指数の
低下はともに順調に伸びている。悪天候に
よる原因が明らかであるため、今後は農業
改良普及センター等と連携しながら、適期
防除、適期収穫等に努め、目標達成に向
けて取り組む。76.6%

下位等級割合
が25.9ポイント
低下した。

穀類乾燥調製貯蔵施設
　貯留サイロ　250ｔ×2基
　搬送、集塵、電気設備一式

125,055,000 59,550,000 H23.11.21

（平成22年） 



２．整備事業 【Ｈ２２実施　　目標年度地区　１１地区　】
（北海道　平成２４年度）

市町村名 取組の メニュー① 　 メニュー② 　 事業内容 事業費 備考
区分 （実績） 　　（円）

計画時 ２年後 ３年後 目標値 達成率 ３年後 計画時 ２年後 ３年後 目標値 達成率 ３年後 交付金
（平成21年） （平成23年） 達成率 （平成24年） （平成24年） （平成24年） （平成21年） （平成23年） 達成率 （平成24年） （平成24年） （平成24年）

政策
目標
①

事業実施主体の評価 都道府県の評価
成果目標の具体的な内容② 事業実施後の 負担区分（円）成果目標の具

体的な実績
成果目標の具
体的な実績②

（対象作
物・畜産等
名）②

振興
局名

完了年月
日

事業実施
主体名

成果目標の具体的な内容① 事業実施後

（対象作
物・畜産等
名）①

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
は種前契約の契約数量の割合
が15.6％増加

4,866.t 5,171.0t 40.1% 5,139.0t 5,626.t 35.9%

は種前契約数
量が5.6％増加
した。

【土地利用型作物（小麦）】
（複数品種等による作付体系へ
の転換に関する目標）
最上位品種以外の作付面積割
合が33.8％以上

0% 0.00% 0.0% 0.60% 33.80% 1.8%

最上位品種以
外の作付面積
割合が0.6ポイ
ント増加した。

【土地利用型作物（小麦）】
（は種前契約数量に関する目標）
は種前契約の契約数量の割合
が25.0％増加 17,538t 17,969.t 9.8% 18,000.t 21,925.t 10.5%

は種前契約数
量が2.6％増加
した。

【土地利用型作物（小麦）】
人工衛星による航空画像を活用
し、雨害回避・刈取時期の適期
把握により、効率的な収穫を目
指す

0% 100% 100% 100% 100% 100%

航空画像を受
益地全てで活
用できた。

根室 中標津町
計根別農
業協同組
合

戦略作
物拡大
対策

飼料作物
（乳牛）

生産
性向
上

【飼料増産】
（農作業受託面積に関する目標）
飼料収穫作業の受託面積を町
平均と比較した割合が200ポイン
ト増加

201.40% 370.93% 84.8% 398.56% 401.40% 98.6%

飼料収穫・収
集・受託面積を
町平均と比較
した割合が
197.2ポイント
増加した。

飼料作物
（乳牛）

【飼料増産】
（単位当たり収量に関する目
標）
飼料用とうもろこしの反収を町
平均と比較した割合が31.8ポ
イント増加

137.80% 179.30% 130.5% 143.56% 169.6% 18.1%

組織の単収を
町平均と比較
した割合が5/8
ポイント上昇し
た。

施設用地造成　39,881㎡
通路ｱｽﾌｧﾙﾄ施工　15,578㎡
飼料収穫物収穫調製貯蔵施設
　ﾊﾞﾝｶｰｻｲﾛ　47,520m3
飼料ﾀﾝｸ　10基
混合飼料調製施設　813㎡
　圧縮梱包機　2台
　ﾒｲｽﾞﾍﾞｰﾗｰ（定置式）　1台

518,490,000 246,900,000 H23.10.31

TMRセンターの稼働により、良質粗飼料の確
保と、安定した品質のTMR飼料供給が可能と
なり、受益農家の多くは個体乳量の向上がみ
られ、出荷乳量の増加につながっている。また
労働負担軽減と、機械費等収穫に係る費用の
削減が図られてきた。飼料作物（特にデント
コーン）の単位当たり収量については、天候条
件に左右される部分が大きく、H24年は減少す
る結果となったが作付面積の拡大によって、
量的には十分確保されている。肥培管理・栽
培技術等について関係機関と協力のもと今後
も取組を進めていきたい。

成果目標の受託面積を５％以上増加させ
るという目標は、日々のコントラクター組織
の育成支援や、収穫面積の拡大を行い、
概ね目標が達成された。また、反収の４％
以上の増加については、９月中旬の猛暑
の影響から根腐れ病が発生したことや、１
０月上旬の局地的な大雨の影響により、平
成２４年度において大きく減少し、目標を達
成することができなかった。しかし、平成２３
年度に目標を達成することができているこ
とから、技術力に問題はないと思われ、天
候の回復により目標は達成されると思われ
るが、今後も、技術力の向上及び作付面積
の維持向上に努めていただけるよう指導し
ていく。

11地区 8,907,883,950 4,133,004,000

　契約数量増加の達成率が36.0%となっている
原因は、当初の目標値は「きたほなみ」は「ホ
クシン」の2割の増収を見込んで収量は
740kg/10a、製品歩留95.9%で計算していた
が、平成22年・23年の高温による収量と歩留り
の低下により、平成24年の播種前契約は収量
684kg/10a、製品歩留90%で契約しているため
である。成果目標達成に向けた次年度以降の
取組みとしては、「きたほなみ」の歩留り向上と
収量増にむけた栽培体系の確立に取り組む。
具体的な取り組みとして、24年は農協試験圃
場で「きたほなみ」の多収・高品質に向けた試
験を実施し、また組合員圃場でも、普及セン
ターの協力を得て葉色と茎数による起生期以
降の追肥の指導を行っている。複数品種の導
入については、品種の特性をPRしながら、取

目標達成には至らなかったが、１等比率に
ついては、概ね達成されているものであり、
今後も高い水準での推移が望まれるところ
であり、また麦の流通状況から見た契約取
引数量についても、これまでの流通状況を
上回る契約が難しい状況にあっては、需要
動向を注視していきながら、契約取引量増
加に向けた推進対策を引き続き行っていく
必要がある。

1等米比率が
95.1ポイント増
加した。

99.2%

穀類乾燥調製貯蔵施設
　建物（機械棟）　1棟
　建物（計量棟）　1棟
　荷受設備　20t×3系列
　貯留設備　60t×16ﾋﾞﾝ
　乾燥設備　40t×3基
　貯蔵設備　700t×5基
　調製設備　5t/h×1系
　出荷、搬送、集塵、計量、
　自主検査、電気、受電設備一式

1,398,757,500 629,500,000 H24.3.15

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
１等比率を事業実施年度より
95.9ポイント改善

0.0% 77.2% 80.5% 95.1% 95.9%十勝 音更町
木野農業
協同組合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

小麦

【土地利用型作物（小麦）】
（品質向上に関する目標）
１等比率を事業実施年度より
79.7ポイント改善

9.4%小麦

1等米比率が
83.7ポイント増
加した。

105.0%93.10% 89.1%84.6%76.80%

平成24年度から稼働を始めた本施設により、
当農協の受入能力は大幅に増強された。この
ことにより、コンバインによる収穫から工場乾
燥機投入までの時間が大きく短縮された為、
品質の劣化を防ぐことが可能となり、一等麦比
率が大きく向上した。
　作付面積の伸び悩みのために、播種前契約
数量が目標を達成していない。これは、近年
の政策支援で硬質小麦が優遇されていること
から、業者出荷が増加していることが要因の
一つである。現状の受入体制では多品種の受
入が難しい状況にあるが、今後の作付動向を
注視しつつ受入体制の見直しを行うことで、集
荷率の向上に寄与致したい。

目標達成には至らなかったが、１等比率に
ついては、概ね達成されているものであり、
今後も高い水準での推移が望まれるとこ
ろ。
また、麦の流通状況から見た契約取引数
量についても、これまでの流通状況を上回
る契約が難しい状況にあっては、需要動向
を注視していきながら、契約取引量増加に
向けた推進対策を引き続き行っていく必要
がある。

H24.3.151,322,500,0002,821,348,950

穀類乾燥調製貯蔵施設　1棟
　外構工事1,980㎡
　荷受設備40t/h×3基
　乾燥設備120t×3基
　調製設備10t/h×1系列
　貯留設備60t×28基
　貯蔵設備700t×6基
　計量棟3ヶ所

十勝 幕別町
幕別町農
業協同組
合

戦略作
物拡大
対策

小麦
生産
性向
上

町平
均に
対し
て 

町平均

に 

対して 

町平

均に

対し

町平均

に対し


